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「豊後府内藩船之図」　大分市歴史資料館所蔵

「杵築府内間山水図巻」　大分市歴史資料館所蔵

「御船入・京泊番所図」　松栄神社（大分市）所蔵

細川綱利書状　大分市歴史資料館所蔵

「細川氏御座船鶴崎入港図」　大分市歴史資料館所蔵

「豊後靏崎」『諸国奇観』　大分市歴史資料館所蔵

　江戸時代の港の場所は、現在の地名からも良く分か
ります。「乙津」・「今津留」など船着き場や港を意味す
る「津」の文字や、「春日浦」・「上浦」など海辺や水際を
意味する「浦」の字が地名に使用されている場所に港が
ありました。
　「杵築府内間山水図巻」は江戸時代の名所案内図で、

別府湾の津々浦々に帆を広げ帆走する商船の姿が描か
れています。また、沖の浜や京泊にも港があり、沖の
浜には「豊後府内藩船之図」に描かれたような府内藩の
御座船・萬喜丸が寄港しました。京泊には藩船を泊める
倉や港町を管理する番所の存在が松栄神社（大分市）所
蔵の「御船入・京泊番所図」から分かります。

　江戸日本橋の商人・川上藤兵衛正澄が日本各地の名所
案内を制作しようとした『諸国奇観』という江戸時代の
書物があります。これは文字どおり108にも及ぶ各地の
珍しい眺めや優れた風景を紹介した木版摺りの原本で、

実際に江戸時代の大分市を訪れた藤兵衛が選んだ場所
は鶴崎と佐賀関でした。
　鶴崎は参勤交代路の熊本藩の重要な拠点で、鶴崎の
町を管理する役所（御茶屋）をはじめ、港や御座船を泊
める船蔵などが造られました。
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【第一章】

府内藩の港と萬喜丸

地名に残る江戸時代の港

　江戸時代の大分市には沢山の港があり、海を介して日本各

地とつながっていました。

　津々浦々には多くの商船が行き交い、港町は大いに賑わい

ました。その中には、諸大名のお殿様が乗る絢爛豪華な御座

船や参勤交代の船団が泊まる大人気の港町がありました。

　今回の展示では、九州の玄関口として廻船や参勤交代の船

団が集まる大分市の港町の様子を紹介し、その町にまつわる

江戸時代の歴史を分かりやすく解説します。
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【第二章】

熊本藩の港と波奈之丸

初公開の鶴崎の風景
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初公開

　熊本藩の御座船が泊まる港の様子で、絢爛豪華な波奈之
丸の姿や港の船蔵、河口に架る橋などが丁寧に描かれてい
ます。

　参勤交代の帰り、鶴崎に入港する熊本藩主細川氏一行の船団を明治時
代の初め頃に描いたものです。中央のひと際大きな船が藩主の乗る御座
船「波奈之丸」で、3艘の漕船によって曳航されていたことが分かります。

　熊本細川氏三代藩主の綱利が江戸から鶴崎（大分市）に着き、
国元の家老に出した書状です。綱利は、波奈之丸を新造し、鶴
崎に配備したお殿様です。
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